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６ 3 点Ａ，Ｂ，Ｃそれぞれを中心とする半径 2cm の円があります。

図のように 3 つの円がすべて 1 点Ｐを通るとき，次の問いに答えなさい。

(1) 三角形ＡＢＣが正三角形となるとき，3 つの円を解答欄に作図しなさい。

(2) (1)で作図した図形の周の長さを求めなさい。
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(1) まず，点Ｐをとり，Ｐを中心とする

半径 2cm の円(点線)をかく。

次に直径ＡＤをひき，Ｄを中心とする

半径 2cm のおうぎ形(点線)をかき，

点線の円との交点をＢ，Ｃとすると‥

△ＲＢＤは 1 辺 2cm の正三角形になる

ので，角ＢＤＰ＝ 60 °。

三角形ＡＢＤにおいてＡＤは直径

なので，角ＡＢＤ＝ 90 °。

よって，角ＢＡＤ＝ 180 －(90 ＋ 60)
＝ 30 °。

ＡＢとＡＣはＡＤについて線対称なので，

角ＣＡＤ＝ 30 °。よって，角ＢＡＣ＝ 30 × 2 ＝ 60 °。

△ＡＢＣは角ＢＡＣ＝ 60 °，ＡＢ＝ＡＣの二等辺三角形となるので

正三角形となる。

したがって，あとはＡ，Ｂ，Ｃを中心として，点Ｐを通るように円を 3 つかけばよ

い。

(2) 右図で，△ＰＲＢ，△ＰＢＤはともに

1 辺 2cm の正三角形なので，

赤の太線の弧に対する中心角は

360 － 60 × 2 ＝ 240 °。

周の長さは赤の太線の長さの 3 つ分なので，

周の長さは

2 × 2 × 3.14 × × 3

＝ 8 × 3.14 ＝ 25.12cm です。
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